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家族成員と子 どもの発達
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（広 　 島　 大 　 学 ）

（広島県山県郡豊平町双葉保育園）

（千　 葉　 大 　 学 ）

（日 本 女 子 大 学）

（山　 口　 大　 学）

（北 陸学院保育短期大 学）

（ル ン ト火 学 火 学 院 ）

　子 ど もは、 こ の 世 に生 を うけて 以来、 多か れ少 なか れ、両親、 き ょ うだ い 、祖 父母 、

教 師
・保母 、 仲間な ど 多 くの 人 た ち と絶 え ず交わ りなが ら 自已 を統制 ・調整 し っ つ 社

会 化 を 目指 して 発達 して い く。 家族 は 、 子 ど もの 発 達 に と っ て 極 め て 重要な 役割 を担

っ て い る こ とは
一

般 に 強調 され て きて は い るが 、 「各家族成員 の 果 た す役 割」や 「家族

成貝間の 相互作用 の 特質」等に つ い て は、 「保 育学」の 視 点か ら理論 的 ・実践的 に 十分

検 討 され て きて い る とは い えな い
。 そ こ で 本シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 「子 ど もの 発達 の 諸相」

に と っ て 「各家族成 員 は どの よ うな役 割 を果 たすの か 」、 ま た 「家族成員 間の 相互作用

の 果 たす役 割 は何 か 」につ い て 話題 の 提供 と、 それ に基づ く指定討論 を行 い 、 「家族成

員 と子 ど もの 発 達 」に つ い て 論考 を深 め 「子 ど もた ちの 明 日」 を拓 きた い 。 朝枝 氏 に

は祖 父 母 の 役 割 に つ い て 、 中澤 氏 に は 父親 の 役割に つ い て 、渡 邊 氏 に は母 親 の 役 割に

つ い て 、堂 野 氏に は きょ うだ い の 役 割に つ い て 、金子 氏 に は 、 施設生 活児 に つ い て 、

それ ぞ れ話 題 を提供 して もらう。 こ の 後、家族成 員 間の 相 互 作用 の 役割 に つ い て 論議

を深め て もらう。 ナ ジ 氏に は、各 話題提供 者 に対 す る質 問 と、 ス ウ ェ
ー

デ ン の 家族成

員 と子 ど もの 発達 の 特質に つ い て の 言及 を含 め 、外 国入 か らみ た 日本 の 家族 と子 ど も

に 関す る印象 を語 っ て も らう。
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